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論 文 内 容 の 要 旨

現在,我国では環境保全のための規制は年々きびしくなり,教育機関や病院の排水に対する規制も行わ

れるようになった｡しかし医科大学や病院の廃棄物には大量の消毒薬等が含まれているにもかかわらず具

体的処理法は確立されていないOこのような現状にかんがみ医科大学,病院において大量に使用されてい

るクレゾール,フェノール,ホルマリン, 塩化ベンザルコニウム (オスバン), クロル-キシジン (ヒビ

テン)についての徴生物学的処理方法を確立するための研究を行なった｡

(Ⅰ) 室内実験

装置としてはインターロックスサ ドルを充てんした内容積 2ieの小型浸水ろ床塔を用い,京都市鳥羽下

水処理場の活性汚でいを微生物源とした｡その結果,装置内の微生物を消毒薬にじゅん化しなかった場合

は比較的低濃度の消毒薬しか処理することができなかったが,徐々にじゅん化することにより24時間につ

きクレゾール 2.2g,フェノール 2.8g,ホルマリン2.0g,オスパン0.3g, ヒビテン0.15gがそれぞ

れ分解できるようになった｡またこれらの消毒薬の混合液も同様に処理できることも明らかにした｡次に

パイロットプラントを運転する場合の資料とするため,一定の流量でクレゾールを常に注入する連続処理

実験を行ったが500mg/Bのクレゾールを含む溶液が1日に 1.7Bの割合で連続的に分解されることがわ

かった｡

(Ⅱ) パイロットプラ､ソトによる実験

上述の室内実験で得た結果をもとに,京都大学医学部構内に設置面積3平方メートル,高さ7.5m,循

環水量 1072の充てん塔式散布ろ床法によるパイロットプラントを建設し,京都市鳥羽下水処理場の活性

汚でいを微生物源としクレゾールの処理実験を行なった.まずこのパイロットプラントの運転条件を検討

したところ,PH7⊥8,水温 130-25℃,散布量 350A/hr., 曝気量 5-27B/minが最適処理条件である

ことがわかった｡したがって冬季には循環水槽を加温する必要がある｡ついでこの条件で本プラントにお

けるクレゾール処理能力について検討を加えた結果,室内実験の場合と同様に活性汚でい中の微生物がク
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レゾールにじゅん化されることにより処理能力が増大することが判明した.最終的には 1250mg/Bのク

レゾール水 1708を24時間で処理することが可能となった.また500mg/Bのクレゾール水を儀置内に連

続的に投入する連続処理実験を行った結果, 1日に4008まで処理できることがわかった.すなわち本プ

ラントでは純クレゾールとして1日約 200gの処理が可能であったO

(Ⅲ) 消毒薬分解細菌の検索,同定

上記の実験により,種々の消毒薬が徽生物により分解されることがわかったが,いかなる細菌が関与し

ているかをしらべるために,各々の装置のろ床に付着した微生物膜から釣菌し,それぞれの細菌の同定を

試みた｡その結果,クレゾール処理装置から3種,フェノール処理装置から2種,ホルマリン,オスバン,

ヒビテン処理装置からはそれぞれ1種の細菌を検出した｡これらの中で pseudomonasaeruginosaのみ

が完全に同定され,これは上記のすべての消毒薬の分解に関与していることが判明した｡他の細菌につい

ては完全には同定し得なかったものの,PSeudomonasに属する細菌であることが推定された0

本研究は,(1)現在,医科大学や病院で用いられている消毒薬塀が徽生物学的処理により有効に分解され

ること,(2)本研究に用いた充てん塔式散布ろ床塔は設置面横が棲めて少なくてすち,狭い土地しか有しな

い施設における廃水処理プラントとして適していること,の2点を明らかにしたものである｡

論 文 審 査 の 鯖 黒 の 要 旨

著者は医科大学 ･病院等において大量に使用されている種々の消毒薬の教生物学的処理方法について以

下の如き検討を加えたOまずインタロックスサ ドルを充填した内容積 2.eの小型浸水櫨床塔を用い,下水

処理場より採取した活性汚泥を微生物源として各消毒薬の処理実験を行った｡その結果装置内の微生物を

消毒薬に馴化する事により24時間につきクレゾール2.2g,フェノール2.8g,ホルマ1)ソ2.0g,オスバ

ソ0.3g,ヒビテン0.159がそれぞれ分解可能となった｡又これら消毒薬の混合液も同様に処理できる事

も明らかにした｡上記の室内実験に基づき設置面積3m3,高さ7.5m,循環水量 1708の充填塔戎散布嬢

床塔によるパイロットプラントを建設しクレゾール処理実験を行い1日に 200gの純クレゾール処理がで

きる事を証明した｡ 又各処理装置から釣菌し細菌の同定を行った結果 Pseudomonasaeruginosaがこれ

らの消毒薬の分解に関与している事を明らかにした0

本研究は医科大学 ･病院などより排出される廃棄物である消毒薬の具体的な処理方法を確立したもので

あり,環境汚染防止対策を立てる上極めて寄与するところが多い｡

したがって本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

-388-


